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題名（原題／訳） 

Des-acyl ghrelin reduces alcohol intake and alcohol-induced reward in rodents 

デスアシルグレリンは、げっ歯類のアルコール摂取量とアルコール誘発性報酬を減少させ

る。 
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 要 旨   

 

目的： 

アルコール報酬を強化する食欲刺激ペプチドであるグレリンは、体内循環の大部分が報酬プ

ロセスにおける役割が不明な非オクタノイル化グレリン（DAG）であり、食欲抑制効果が知ら

れている。その DAGが動物モデルにおけるアルコール関連反応を抑制するかを検討すること。 

方法： 

DAG 投与によるアルコール摂取量や脳内ドパミン代謝物レベルの変化を調査した。 

結果： 

急性および反復的な DAG 投与により、雄および雌のラットでアルコール摂取量が用量依存的

に減少した。アルコールを摂取する雄のラットでは、DAG の反復投与により、腹側被蓋野にお

けるドパミン代謝物のレベルが上昇した。一方、DAGは記憶の中枢である海馬におけるアルコ

ール報酬の記憶や神経伝達を変化させなかった。さらに、循環する DAGのレベルは、雌のラッ

トではアルコール摂取量と正の相関を示したが、雄では示さなかった。 

結論： 

本研究は DAG がげっ歯類におけるアルコール関連反応を抑制し、グレリンの作用と逆の効果

を示すことを示し、グレリンシグナル伝達経路によって調節される行動の複雑さが明らかに

なった。 

 

 


